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2さむかわ議会だより　190号

 　大志会 　自民党・無所属の会 　日本共産党 　公明党

 ○佐藤　一夫 ○岸本　　優 ○山田　政博 ○黒沢　善行

　 　中川登志男 　天利　　薫 　青木　　博 　太田真奈美

　 　小泉　秀輔 　横手　　晃 　細川　京三 　関口　光男

　 　佐藤　正憲 　杉﨑　隆之

  　吉田　悟朗

議　長　　

関 口　光 男

　

議
員
各
位
の
ご
推
薦
に
よ
り
、

議
長
の
要
職
に
就
任
す
る
こ
と

と
な
り
、
身
に
余
る
光
栄
と
と
も

に
、
責
任
の
重
さ
を
痛
感
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
議
会
と
い
た
し
ま
し
て

も
、
町
民
の
皆
様
に
喜
ん
で
い

た
だ
け
る
よ
う
、
議
員
一
人
一

人
が
力
を
合
わ
せ
、
皆
様
の
声

を
背
景
に
、
よ
り
一
層
の
創
意

工
夫
と
努
力
を
積
み
重
ね
、
議

会
と
町
部
局
と
が
正
面
か
ら

向
き
合
い
な
が
ら
真し

ん

し摯
な
議

論
を
交
わ
し
、
町
政
発
展
の
た

め
諸
課
題
に
有
効
な
政
策
の

提
言
等
を
行
い
、
議
会
の
権
能

を
高
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

私
は
議
長
と
し
て
、
希
望
に

溢
れ
た
活
力
あ
る
町
政
の
実
現

に
向
け
、
一
歩
一
歩
着
実
に
前

に
進
め
、「
寒
川
町
議
会
、
こ
こ

に
あ
り
」
と
い
う
姿
を
十
分
発

揮
で
き
る
よ
う
全
力
を
尽
く
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
町
民
の
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
町
議
会
に

対
し
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
し
て
、
就
任
の
ご
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

副 議 長　　

佐 藤　一 夫

　

こ
の
た
び
は
議
員
各
位

の
ご
推
挙

を
賜
り
、

副
議

長
の
要
職
に
就
任
す
る
こ

と
と
な
り

ま
し
た
。
身

に

余
る
光
栄
で
あ
り
ま
す
と

と
も
に
、
ご
信
任
い
た
だ

き
ま
し
た
重
責
を
果
た
す

べ
く
、
身

の
引
き

締
ま
る

思
い
で
あ
り
ま
す
。

　

自
治
体
間
競
争
が
ま
す
ま

す
激
化
す
る
中
で
、
寒
川
町

が
こ
の
難
局
を
乗
り
切
り
、

魅
力
あ
る
町
で
あ
り
続
け
る

た
め
に
は
、
町
議
会
に
お
い

て
も
、
全
議
員
が
一
枚
岩
と

な
っ
て
諸
課
題
の
解
決
に
取

り
組
む
と
い
う
姿
勢
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

私
と
い
た
し
ま
し
て
も
、

議
長
を
支
え
な
が
ら
全

議

員
の
力
を
結
集

し
、

町
の

さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
に

粉
骨
砕
身
努
力
し
て
ま
い

る
所
存
で
す
。

　

今
後

と
も
、

町
民
の
皆

様

に

お

か

れ

ま

し

て

は
、

町
議

会
に
対
し
、

よ
り

一

層
の
ご

理
解
、
ご

支
援
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

会派構成が変更になりました

会派に属さない議員：柳下　雅子、山蔦　紀一

（○：会派代表者）

寒川町議会　新しい議会構成が決まる
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◎：委員長　　○：副委員長

【後列左から】
黒沢　善行 / 山田　政博 / 青木　博
中川　登志男 / 岸本　優 / 小泉　秀輔

【前列左から】
柳下　雅子 / ○吉田　悟朗 / ◎佐藤　正憲
関口　光男

総務常任委員会

【後列左から】
山田　政博 / 山蔦　紀一 / 柳下　雅子
天利　薫 / 吉田　悟朗 

【前列左から】
太田　真奈美 / ◎杉﨑　隆之 / ○細川　京三
小泉　秀輔

建設経済常任委員会

【後列左から】
中川　登志男 / 山田　政博 / 天利　薫
黒沢　善行 

【前列左から】
柳下　雅子 / ◎岸本　優 / ○小泉　秀輔
吉田　悟朗

東海道新幹線新駅対策特別委員会

【後列左から】
横手　晃 / 佐藤　一夫 / 山田　政博

【前列左から】
◎黒沢　善行 / ○岸本　優

議会運営委員会

【後列左から】
青木　博 / 岸本　優 / 太田　真奈美
細川　京三 / 山蔦　紀一

【前列左から】
黒沢　善行 / ◎横手　晃 / ○中川　登志男
佐藤　一夫

文教福祉常任委員会

【後列左から】
佐藤　一夫 / 山蔦　紀一 / 佐藤　正憲
横手　晃 / 杉﨑　隆之

【前列左から】
○青木　博 / ◎太田　真奈美 / 細川　京三

田端西地区まちづくり対策特別委員会

寒川町議会　新しい議会構成が決まる
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大志会

中川 登志男 委員長

自民党・無所属の会

吉田 悟朗 副委員長

自民党・無所属の会

横手 晃 委員

不
公
平
な
の
で
は
な
い
か
。

A　

こ
の
制
度
は
、
家
庭
の
経

済
的
な
理
由
に
よ
る
こ
と
な
く

小
児
が
医
療
機
関
を
受
診
で

き
る
た
め
に
設
け
て
い
ま
す
。

限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
安
定
的

に
制
度
を
継
続
し
て
い
く
た
め

に
は
、
現
状
に
お
い
て
は
所
得

制
限
は
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
今
後
に
つ
い
て
は
、

国
・
県
の
動
向
を
注
視
し
て
い

き
ま
す
。

昨
年
、
パ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
さ
む

か
わ
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
町
で
実
施
し
た
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
若
い
世

代
の
回
答
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、

具
体
的
な
ニ
ー
ズ
は
つ
か
み
切

れ
て
い
な
い
状
況
で
す
。

　

今
後
は
、
e
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
リ
サ
ー
チ
制
度
の
活
用
を
視

野
に
入
れ
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
っ

た
意
見
集
約
に
努
め
た
い
と
考

え
ま
す
。

Q　

小
児
医
療
費
助
成
制
度
の

所
得
制
限
の
限
度
額
撤
廃
に
よ

る
増
額
は
、試
算
で
約
1
0
0
0

万
円
。
政
府
が
実
施
を
決
め
た

幼
児
教
育
費
無
償
化
に
よ
っ
て

生
じ
る
町
の
余
剰
金
は
、
試
算

で
約
3
5
0
0
万
円
。

　

こ
の
余
剰
金
を
財
源
に
す
れ

ば
、
所
得
制
限
の
撤
廃
は
可
能

で
あ
り
、
よ
り
高
い
税
金
を
払

っ
て
い
る
高
所
得
者
層
が
子
育

て
支
援
の
恩
恵
が
な
い
の
は
、

Q　

近
年
の
ス
ト
リ
ー
ト
ス
ポ

ー
ツ
の
人
気
の
高
ま
り
や
、
ア

ー
ク
リ
ー
グ
開
催
を
き
っ
か
け

と
し
て
、
町
で
も
ス
ト
リ
ー
ト

ス
ポ
ー
ツ
の
機
運
が
高
ま
る
と

考
え
る
。
そ
れ
に
伴
い
、
環
境

の
整
備
や
若
い
世
代
の
意
見

を
反
映
し
た
取
り
組
み
が
必

要
と
考
え
る
が
、
現
状
と
今
後

に
つ
い
て
の
見
解
を
問
う
。

A　

若
い
世
代
に
普
及
し
て
い

る
ス
ポ
ー
ツ
の
施
設
と
し
て
、

小
児
医
療
費
助
成
制
度
の

　
　

段
階
的
な
所
得
制
限
の
撤
廃
を

若
い
世
代
の
意
見
を
取
り
入
れ
た

　
　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
を

平成31年度予算

　私たちはここに注目しました!!

●寒川町におけるスポーツ

　振興について

●学校関連施設における施設

管理及び備品の維持管理に

ついて

　平成31年第1回定例会

3月会議では、平成31年度

一般会計予算および各特

別会計予算について、5名

の委員で構成する予算特

別委員会を設置し、3月12

日から5日間かけて審査し

ました。その結果、全ての

予算を原案のとおり可決し

ました。

●小児医療費助成事業

●タウンセールス事業

●各種広告事業

●コミュニケーション支援

　事業

総括質疑の内容総括質疑の内容

一 般 会 計 予 算 概 要

歳　出

140億
9,200万円

その他（2.9%）
3億9,693万円

議会費（1.5%）
2億1,012万円

衛生費（10.4%）
14億7,254万円

※表示単位未満を四捨五入しているため、合計額や構成比が

　一致しない場合があります。

民生費（38.9%）
54億7,963万円

総務費（13,2％）
18億5,550万円

土木費（11.5％）
16億1,790万円

教育費（10.1%）
14億2,771万円

公債費（7.0%）
9億9,092万円

消防費（4.5%）
6億4,075万円
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予算特別委員会特集

日本共産党

青木  博 委員

公明党

黒沢 善行 委員

A　

ア
ー
ク
リ
ー
グ
誘
致
は
、

タ
ウ
ン
セ
ー
ル
ス
の
推
進
、
青

少
年
の
健
全
育
成
、
町
の
商
業

振
興
な
ど
の
目
的
が
あ
り
ま

す
。
来
年
以
降
の
開
催
に
つ
い

て
は
、
ア
ー
ク
リ
ー
グ
実
行
委

員
会
の
意
向
も
踏
ま
え
な
が

ら
開
催
に
向
け
て
最
大
限
努

力
す
る
と
と
も
に
、
大
会
終
了

後
も
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
協
力
し

な
が
ら
、
継
続
性
を
も
っ
て
取

り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

工
事
は
順
調
に
進
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
地
元
で
は
新
た
な
協
議

会
が
発
足
し
、
活
動
が
活
性
化

し
て
い
ま
す
。
今
後
は
さ
ま
ざ

ま
な
提
案
や
説
明
会
等
を
重

ね
て
い
く
段
階
で
あ
り
、
立
ち

止
ま
っ
て
考
え
る
時
間
的
な
余

裕
は
な
い
と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
、
新
駅
の
資
金
を
確
実

に
蓄
え
ら
れ
る
よ
う
基
金
条
例

を
制
定
し
て
お
り
、
他
の
目
的

に
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

Q　

4
月
開
催
の
ア
ー
ク
リ
ー

グ
に
関
連
す
る
予
算
を
計
上

し
て
い
る
が
、
こ
の
事
業
は
単

な
る
一
過
性
の
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
終
わ
ら
せ
る
べ
き
で
は
な
い
。

継
続
し
て
開
催
で
き
る
よ
う

支
援
し
て
い
く
こ
と
で
、
若
い

世
代
か
ら
選
ば
れ
る
ま
ち
づ

く
り
や
、
新
た
な
ス
ポ
ー
ツ
文

化
の
推
進
に
も
つ
な
が
る
と
考

え
る
。
今
後
の
継
続
開
催
に
向

け
た
町
の
見
解
を
伺
う
。

Q　

倉
見
地
区
が
東
海
道
新

幹
線
新
駅
の
誘
致
地
区
に
決

定
し
て
約
20
年
が
経
つ
。
住
民

か
ら
は
見
直
す
べ
き
と
い
う
意

見
も
聞
い
て
お
り
、一
度
立
ち

止
ま
っ
て
検
討
す
る
時
期
に
来

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　

ま
た
、
基
金
へ
積
み
立
て
は

せ
ず
、
他
の
事
業
に
使
う
べ
き

と
考
え
る
が
、
町
の
考
え
は
。

A　

新
駅
設
置
の
課
題
の
一
つ

で
あ
る
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の

ア
ー
ク
リ
ー
グ
の
継
続
開
催
を

新
幹
線
新
駅
誘
致
は
再
考
し

　
　

基
金
は
他
の
事
業
に
使
う
べ
き

●東海道新幹線新駅整備基金

積立金

●小児医療費

●公共交通充実促進事業費

●少人数学級実施事業費

●学校給食センター整備

　事業費

●アークリーグの開催について

●まちづくり基金の活用につ

いて

●シルバー世代の支援のあり

方について

●寒川神社を核とした新たな

観光拠点の創出について

●建物耐震化の取組について

総括質疑の内容総括質疑の内容

一 般 会 計 予 算 概 要平成 31 年度予算

　257 億 8,732 万円を可決

一般会計　140 憶 9,200 万円

特別会計　116 億 9,532 万円

5日間の予算審査で

計26時間 

各課からの予算案の説明に対し、

慎重審査を重ね、質疑を行いました。

4人の委員が

総括質疑で予算案に切り込む

予算特別委員会最終日に、町長等に

対し、再度、質疑を行いました。

自

主

財

源

依
存

財

源
歳　入

140億
9,200万円

県支出金（7.9%）

11億1,803万円

地方消費税交付金（5.7%）

8億500万円

町債（1.4%）

1億9,730万円 その他（1.8%）

2億5,800万円

町税（59.6%）

84億円

国庫支出金（12.3%）

17億3,347万円

諸収入（4.4%）

6億2,221万円
繰越金（2.0%）

2億8,000万円

分担金及び

負担金（1.1%）

1億4,814万円

繰入金（2.0%)

2億7,770万円

その他（1.8%)

2億5,216万円
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Q　例えば国・県の補助が無くても、

今回のアークリーグに取り組んだと

いう理解でよいのか。

A　このようなスポーツが根付くこ

とで、青少年の健全育成、町の認知

度向上など、さまざまな効果を見込

めると判断し、今回、取り組んでき

ました。費用の部分については、一

定の金額はかかってきますので、ま

ずは今回の大会を成功させることで、

企業等の支援をいただきながら継続

的に開催できるよう取り組んでいき

ます。

Q　初回のみの助成とのことだが、

その後の検査まで助成することはで

きなかったのか。

A　現状においては、とにかく全て

の赤ちゃんに受けていただくことが

大事と判断し、1回目のみ助成対象

としました。

Q　助成したときに自己負担は発生

するのか。

A　自己負担額については病院によ

って単価が違います。おおよそ、

1,000円から6,000円の間になると

想定しています。

　ストリートスポーツの世界大会

である「アークリーグ」が首都圏

では初めて寒川町で開催されます。

　検査費用を一部助成し、検査を

受けやすくすることで、赤ちゃん

の聴覚異常の早期発見・早期療育

を目指します。

ア
ー
ク
リ
ー
グ
の
開
催　
　
　
　

　
　
　
　

【
予
算
額
】　

３
０
０
０
万
円

Q　コンビニエンスストアで取得す

るためには、マイナンバーカードが必

要とのことだが、現在の申請状況は。

A　交付件数は7,116件で、交付率

は14.69%となっています。

Q　コンビニエンスストアでの発行

枚数はどの程度を考えているか。

A　先行して行っている自治体では、

年間2,000通程度発行しているため、

寒川町でも同程度の発行があると考

えています。

住
民
票
等
が
コ
ン
ビ
ニ
で
取
得
可
能
に　

　
　
　
　
　

【
予
算
額
】
１
２
５
６
万
円

　2020年3月から、コンビニエン

スストアで住民票の写しと印鑑登

録証明書の交付がスタートする予

定です。

新
生
児
に
対
す
る
聴
覚
検
査
の
助
成
を
実
施

　
　
　
　
　
　
　
　

【
予
算
額
】
95
万
円

平
成
31
年
度
予
算
に
は
、

多
く
の
新
規
事
業
が
盛
り

込
ま
れ
ま
し
た
。

町
民
ニ
ー
ズ
を
反
映
し
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Q　幼児教育が無償化されることに

より、待機児童の問題は解消される

のか。

A　保護者の方々の負担は減り、子

育て環境の整備はかなり進んでいく

ものと考えますが、待機児童の解消

に効果があるかどうかは現段階では

判断しかねる状況です。

Q　経費が3,500万円削減されるが、

その使い道は。

A　保育に限らず、子育て支援のさら

なる充実を進めていきたいと考えてい

ます。

Q　JR相模線倉見駅をバリアフリー

化することによって、工事費全体の

中で町からJR東日本に対して、どの

程度の金額を支払う予定なのか。

A　これから発注等される予定であ

ることから、具体的な金額は現時点

では確定していない状況です。

　負担割合については、原則として、

国・JR東日本・町がそれぞれ3分の1

ずつ負担するということになっていま

す。

　2019年10月から、3歳児～5歳

児の幼稚園・保育所等の利用料が

無償化されます。

　JR相模線倉見駅にエレベーター

を設置し、バリアフリー化を図り

ます。

10
月
か
ら
幼
児
教
育
が
無
償
化
に

　
　
　

【
予
算
額
】
3
億
８
５
３
６
万
円

倉
見
駅
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置　

　
　
　
　
　
　
　
　

【
予
算
額
】　

１
億
円

Q　女性用トイレの設置が1基の理

由は。

A　青少年広場を利用している団体

の方々と、トイレの基数について、

調整を図ってきました。担当として

は男女兼用で使用できるみんなのト

イレが設置されるので、女性用トイ

レについては1基で十分対応できる

と考えています。

Q　設置するトイレは洋式か。

A　男女ともに洋式トイレを設置す

る予定です。

　快適に利用できるよう、下水道

へ接続する公衆トイレを青少年広

場に設置します。

青
少
年
広
場
に
公
衆
ト
イ
レ
を
設
置

　
　
　
　
　

【
予
算
額
】　

１
１
７
８
万
円

年
度
予
算
に
は
、

多
く
の
新
規
事
業
が
盛
り

込
ま
れ
ま
し
た
。

審
査
の
概
要
を
一
部
紹
介

し
ま
す
。

予算特別委員会特集

町
民
ニ
ー
ズ
を
反
映
し
　
　
　
　
　

新
た
な
事
業
を
展
開
！
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　3月会議最終日に、平成31年度予算の採決に先立

ち、各委員が各予算の内容について賛成・反対の討

論を行いました。討論の主な内容を掲載します。

平成31年度予算を

討 論
賛　成 公明党

日本共産党

自民党・無所属の会

時勢の変化に対応した施策を評価

生活最優先の予算執行を

若い世代に目を向けたまちづくりの推進を

反　対

賛　成

　

町
の
住
宅
需
要
は
堅
調
を
維
持
し
、
人
口
も

微
増
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
景
気
回
復
の
兆
し
が

あ
る
も
の
の
、
依
然
、
財
政
状
況
は
厳
し
い
と
考

え
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
歳
入
で
は
、
町
民
税
・
固
定
資

産
税
の
増
お
よ
び
国
・
県
か
ら
の
補
助
金
等
の

積
極
的
な
活
用
に
よ
り
、
増
加
傾
向
に
あ
っ
た

繰
入
金
を
減
額
し
財
政
負
担
の
平
準
化
を
図
っ

た
こ
と
は
、
評
価
で
き
ま
す
。

　

歳
出
で
特
筆
す
べ
き
は
、
ス
ト
リ
ー
ト
ス
ポ
ー

ツ
の
世
界
大
会
、
ア
ー
ク
リ
ー
グ
開
催
事
業
費

で
す
。
町
を
あ
げ
て
応
援
す
る
こ
と
は
、
町
の
認

知
度
向
上
や
人
口
減
少
社
会
に
対
す
る
取
り
組

み
と
し
て
、
非
常
に
有
意
義
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、

田
端
西
地
区
の
土
地
区
画
整
理
事
業
や
、
企
業

支
援
体
制
の
充
実
、
小
・
中
学
校
の
ト
イ
レ
洋
式

化
、
新
生
児
聴
覚
検
査
の
実
施
、
75
歳
以
上
の

一
人
暮
ら
し
の
方
へ
の
防
災
情
報
サ
ー
ビ
ス
補

助
の
創
設
、
危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
防
災
工
事
に
対

す
る
補
助
の
創
設
な
ど
は
、
時
勢
の
変
化
に
柔

軟
に
対
応
し
た
施
策
と
評
価
し
ま
す
。

　

一
方
、
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
シ
ル
バ
ー
世
代

の
支
援
策
の
在
り
方
や
、
建
物
の
耐
震
化
の
進

め
方
、
寒
川
神
社
を
中
心
と
し
た
新
た
な
観
光

拠
点
の
創
出
な
ど
に
つ
い
て
は
、
町
と
し
て
の
新

た
な
方
向
性
を
見
出
す
た
め
の
調
査
・
研
究
が

必
要
で
す
。

　

全
体
と
し
て
、
喫
緊
の
課
題
に
対
応
し
た
予

算
で
あ
る
と
評
価
し
ま
す
。
小
さ
な
町
で
も
光

り
輝
き
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
証
明
す
る
こ

と
を
期
待
し
、
一
般
会
計
予
算
に
賛
成
し
ま
す
。

　

な
お
、
他
の
4
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て
は

討
論
を
省
略
し
賛
成
し
ま
す
。

　

国
の
消
費
税
増
税
や
軍
事
費
予
算
の
増
に

よ
り
、
社
会
保
障
費
が
削
減
さ
れ
か
ね
な
い
状

況
の
中
、
町
に
お
い
て
貴
重
な
税
が
生
活
最
優

先
に
使
わ
れ
る
よ
う
、
予
算
審
査
に
臨
み
ま
し

た
。

　

歳
入
で
は
、
景
気
の
回
復
基
調
か
ら
町
民
税

が
増
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
実
質
賃
金
の
低
下

や
年
金
削
減
な
ど
不
安
材
料
も
あ
り
、
懸
念
を

感
じ
ま
す
。

　

歳
出
で
は
、
小
児
医
療
費
助
成
事
業
を
中
学

3
年
生
ま
で
拡
充
し
て
２
年
が
経
過
し
、
大
い

に
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
公
平
と
い
う
意
味

で
、
所
得
制
限
は
段
階
的
に
で
も
撤
廃
す
る
べ

き
で
す
。

　

東
海
道
新
幹
線
新
駅
整
備
基
金
に
つ
い
て
は
、

県
内
誘
致
地
区
に
決
定
し
て
約
20
年
が
経
過
し

ま
し
た
が
、
い
つ
実
現
す
る
か
分
か
ら
な
い
と

考
え
る
の
で
、
積
み
立
て
に
疑
問
を
感
じ
ま
す
。

　

倉
見
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
は
評
価
し
ま
す

が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
は
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上

よ
り
実
用
性
や
高
齢
者
へ
の
配
慮
が
必
要
で
す
。

　

少
人
数
学
級
に
つ
い
て
は
、
独
自
に
実
施
す

る
自
治
体
が
少
な
い
中
で
の
町
の
取
り
組
み
は

評
価
し
ま
す
が
、
さ
ら
に
拡
充
し
、
学
力
向
上
・

人
間
形
成
に
努
め
る
こ
と
を
求
め
ま
す
。

　

給
食
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、
保

護
者
を
含
め
、
町
民
か
ら
不
安
や
戸
惑
い
の
声

を
聞
き
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
化
に
対
す
る
不
安
を

払
拭
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
理
由
か
ら
、
一
般
会
計
予
算
に
反

対
と
し
ま
す
。
な
お
、
他
の
４
特
別
会
計
予
算

に
つ
い
て
も
、
住
民
負
担
の
増
加
が
懸
念
さ
れ

る
こ
と
か
ら
反
対
し
ま
す
。

　

歳
入
に
関
し
て
は
、「
寒
川
を
知
っ
て
も
ら
い
、

新
し
い
人
の
流
れ
を
つ
く
る
」
、「
発
展
し
続
け

る
町
『
寒
川
』
を
、
み
ん
な
で
つ
く
る
」
と
い
う

基
本
目
標
の
も
と
、
個
人
町
民
税
や
固
定
資
産

税
の
増
が
見
込
ま
れ
る
な
ど
、
明
る
い
兆
し
が

見
え
始
め
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
歳
出
に
関
し
て
は
、
新
た
な
産
業
の

拠
点
と
し
て
期
待
さ
れ
る
田
端
西
地
区
の
整

備
に
向
け
た
取
り
組
み
が
本
格
的
に
動
き
出

す
こ
と
や
、
今
後
の
公
共
施
設
の
更
新
な
ど
が

控
え
て
い
る
厳
し
い
財
政
状
況
で
は
あ
り
ま
す

が
、
来
年
開
催
さ
れ
る
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
に
向
け
た

近
隣
市
町
の
盛
り
上
が
り
に
負
け
る
こ
と
な

く
、
ス
ト
リ
ー
ト
ス
ポ
ー
ツ
の
世
界
大
会
で
あ

る
ア
ー
ク
リ
ー
グ
の
誘
致
・
開
催
が
決
定
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
町
内
に
は
大
会
に
向
け
て
練

習
場
が
整
備
さ
れ
る
な
ど
、
若
い
世
代
に
目
を

向
け
た
ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み
が
、
着
実
に

目
に
見
え
て
形
に
な
っ
て
き
て
い
る
点
に
つ
い

て
は
、
大
い
に
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
教
育
費
に
お
い
て
、
教
育
施
設
の
施

設
お
よ
び
備
品
の
管
理
・
修
繕
に
関
し
て
、
予

算
の
算
定
根
拠
と
な
る
説
明
が
物
足
り
な
く

感
じ
る
部
分
が
あ
り
ま
し
た
。
現
在
も
不
適
切

な
状
態
で
施
設
・
備
品
を
使
用
し
て
い
る
子
ど

も
た
ち
・
使
用
者
の
思
い
を
念
頭
に
お
い
て
い

た
だ
き
、
町
民
の
皆
様
に
納
得
い
た
だ
け
る
よ

う
な
運
用
を
望
み
な
が
ら
、
一
般
会
計
に
賛
成

し
ま
す
。

　

他
の
４
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て
は
、
討
論

を
省
略
し
、
賛
成
し
ま
す
。
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予 算 特 別 委 員 会 審 査 意 見 書

▼予算特別委員会　委員別賛否結果表 ○：賛成　●：反対

　我が国の社会経済情勢は、雇用・所得環境の改善が続く中、国による各種政策の効果もあって、景気は緩や

かな回復が期待されます。

　ただし、これまで経験したことのない人口減少社会に直面し、少子高齢化を背景とする社会保障関連経費の

増加等、行財政運営を展望したとき、極めて厳しい状況にあります。

　町においても、景気回復の兆しが見られるものの、社会経済状況の変化による、多様化する課題への的確な

対応など、必要な施策・事業の着実な推進と、財政の健全化による持続可能な行財政基盤の確立に向け一層の

取り組みを進めることが必要であります。

　今後、人口減少と少子高齢化が急速に進展する中、若い世代の流入促進や子育て環境の整備、高齢化率の抑

制等、魅力ある町であり続けるため、寒川町まち・ひと・しごと創生総合戦略を積極的に展開し、町民福祉の充

実・向上を図り、「選ばれる町」づくりの推進が求められています。

　このような状況の中、当町の平成31年度一般会計予算及び4特別会計予算の総額は、257億8,732万4千円

で対前年度比2.4％、5億9,750万3千円の増、また、一般会計予算の総額は、対前年度比3.6％、4億9千万円の

増となっています。　

　まず、歳入では、一般会計の59.6％を占める町税において、法人町民税では、企業収益が堅調にこのまま維持

すると見込み、対前年度比400万円の増、個人町民税の現年課税分では、景気の波及効果が個人所得の伸びに

影響し始めていることから対前年度比1,280万円の増となっています。

　一方、固定資産税の現年課税分では、新築家屋の増や企業の設備投資による償却資産の増などにより、全体

で7,740万円の増となり、町税全体では、84億円で、対前年度比1億円の増となっています。

　また、国庫支出金については、国庫負担金の「子どものための教育・保育給付費国庫負担金」が幼児教育の無

償化により、対前年度比7,054万円の増、国庫補助金では、「地方創生推進交付金」が、対前年度比1,647万円

の増や、「私立幼稚園就園奨励費」が対前年度比3,013万円の増等があり、国庫支出金全体では、1億9,866万

円の増となっています。

　さらに、県支出金については、国庫負担金と同様に、幼児教育の無償化により「子どものための教育・保育給

付費県費負担金」が対前年度比2,816万円の増等があり、県支出金全体では、1億2,561万円の増となり、国・

県補助金の獲得を積極的に図るなど、財政の健全化に向けた取り組みがなされています。

　次に歳出では、町総合戦略に基づく取り組みとして、特に人口減少と地域経済の活性化に向け、スピード感を

持ち着実に推進する必要があります。

　そのような中、総務費では、首都圏では初めての開催となるアークリーグのスペシャル・パートナーとしての

アークリーグ開催事業費、コンビニエンスストアでの証明書交付に伴う負担金。

　民生費では、通院に係る対象年齢を中学校3年生までとし、子どもが安心して医療機関を受診できる環境整

備を図る、小児医療費助成制度の継続及び、幼児教育の無償化により私立幼稚園就園奨励費補助金。衛生費で

は、青少年広場の公衆便所設置に伴う機械器具購入費。商工費では、観光案内版製作等に伴う委託料。土木費

では、倉見駅バリアフリー整備の工事施工に伴う負担金。教育費では、給食センター基本設計委託料など、厳

しい財政状況において、多様化・複雑化する町民ニーズを的確に捉え、町民の負託に答えるべく、重点的かつ効

果的な予算を編成した姿勢は大いに評価できるものであります。

　なお、予算執行にあたっては、審査の過程で指摘された委員の意見など十分配慮するとともに、今後の社会情

勢や経済状況に注視し、迅速な対応と地域社会の活性化に取り組み、「住み続けたい、住んでみたい」と思われ

るよう、さらなる魅力あふれるまちづくりに努められるよう要望し、審査意見とします。

会　計　区　分

委　員　名 一般 特　別　会　計

会計 国　保 後期高齢 介護保険 下水道

委員長　　　中　川　登志男　（大志会） ― ― ― ― ―

副委員長　　吉　田　悟　朗　（自民党・無所属の会） ○ ○ ○ ○ ○

委　員　　　青　木　　博　　（日本共産党） ● ● ● ● ●

委　員　　　横　手　　晃　　（自民党・無所属の会） ○ ○ ○ ○ ○

委　員　　　黒　沢　善　行　（公明党） ○ ○ ○ ○ ○

※中川委員長は、表決に加わりません。
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現
在
、
休
日
・
夜
間
に
お
い
て

帰
宅
可
能
な
軽
症
患
者
に
対
し

て
行
う
初
期
救
急
医
療
を
町
内

医
療
機
関
に
よ
る
在
宅
当
番
医

制
に
よ
り
実
施
し
て
い
ま
す
が
、

昨
今
の
医
療
機
関
の
減
少
や
医

師
の
高
齢
化
等
で
体
制
を
維
持

す
る
こ
と
が
困
難
な
状
況
と
な

っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
安
定
的

な
初
期
救
急
医
療
体
制
を
確
保

す
る
こ
と
を
目
的
に
、
茅
ヶ
崎

市
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
を
寒
川

町
民
が
利
用
で
き
る
よ
う
定
め

る
も
の
で
す
。

　
　 

質
　
　
疑

Q　

町
で
行
っ
て
い
る
、
夜
間
に

お
け
る
当
番
医
制
と
比
較
し
て
、

ど
の
程
度
予
算
が
上
が
る
の
か
。

A　

予
算
と
し
て
は
今
年
度
に

比
べ
、
約
２
倍
程
度
に
な
る
と

想
定
し
て
い
ま
す
。
現
状
の
制

度
で
、
診
療
で
き
る
時
間
は
、
日

曜
・
祝
日
、
年
末
年
始
の
み
で
し

　

第
１
回
定
例
会
３
月
会
議
に
お
い
て
提
案
さ
れ
た
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）
は
、
歳
入
歳
出
予
算
に
９
５
８
７

万
３
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
１
５
５
億
５
７
１
２
万

円
と
す
る
も
の
で
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

の
35
％
が
予
防
接
種
を
す
る
と

想
定
し
、
１
１
９
０
人
分
の
予

防
接
種
費
用
を
見
込
ん
で
い
ま

す
。

　

町
自
体
の
罹り

患か
ん

件
数
は
出
て

い
ま
せ
ん
が
、
茅
ヶ
崎
市
保
健

所
管
内
で
は
今
現
在
、
11
件
の

状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

Q　

防
災
マ
ッ
プ
未
作
成
に
よ

る
防
災
対
策
事
業
費
の
減
額
と

の
こ
と
だ
が
、
昨
今
、
非
常
に
重

要
な
防
災
情
報
を
町
民
に
新
た

な
情
報
と
し
て
提
供
で
き
な
か

っ
た
の
は
、
行
政
と
し
て
一
番

大
切
な
部
分
を
減
額
す
る
こ
と

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と

に
な
ろ
う
か
と
思
う
が
、
町
長

は
こ
の
こ
と
に
関
し
て
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

A　

常
に
安
全
・
安
心
が
第
一
と

い
う
こ
と
は
町
民
の
皆
様
に
お

伝
え
し
て
い
る
こ
と
で
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
防
災
マ
ッ
プ
に
つ
い

て
は
、
国
や
県
か
ら
災
害
の
被

害
想
定
が
出
る
た
び
に
直
す
と

い
う
こ
と
は
難
し
い
こ
と
で
す
。

　

全
て
の
情
報
を
網
羅
し
た
も

の
を
配
布
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
の

で
、
新
年
度
に
対
応
を
し
て
い

き
ま
す
。

た
が
、
今
後
は
平
日
の
夜
間
に

つ
い
て
も
診
療
が
可
能
と
な
り
、

特
に
需
要
の
多
い
小
児
科
も
受

診
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
　 

質
　
　
疑

Q　

旧
老
人
住
宅
売
却
に
伴
う

不
動
産
売
払
収
入
は
妥
当
な
金

額
で
落
札
さ
れ
た
の
か
。

A　

予
定
価
格
に
つ
い
て
は
６

７
６
万
９
８
１
０
円
と
い
う
価

格
を
設
定
し
て
い
ま
し
た
が
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
売
却
予
定

物
件
を
公
募
し
た
こ
と
に
よ
り
、

予
想
よ
り
も
多
く
の
入
札
が
あ

り
、
想
定
よ
り
も
、
高
額
で
落
札

さ
れ
ま
し
た
。

Q　

風
疹
の
拡
大
に
つ
い
て
は

さ
ま
ざ
ま
な
対
策
を
国
で
講
じ

て
い
る
と
こ
ろ
だ
が
、
今
回
計

上
さ
れ
た
補
正
予
算
で
対
応
す

る
対
象
者
は
、
ど
の
程
度
見
込

ん
で
い
る
の
か
。
ま
た
、
町
で
風

疹
に
罹り

患か
ん

さ
れ
た
方
の
人
数
は
。

A　

対
象
は
、
生
年
月
日
が
昭

和
37
年
４
月
２
日
か
ら
、
54
年

４
月
１
日
ま
で
の
男
性
と
な
り

ま
す
。
町
の
対
象
者
は
、
こ
の
世

代
の
男
性
が
本
年
１
月
４
日
時

点
の
数
と
し
て
は
約
６
８
０
０

人
、
そ
の
う
ち
半
数
の
方
が
抗

体
検
査
を
受
け
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
い
う
見
込
み
で
３
４
０
０

人
分
の
抗
体
検
査
費
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
抗
体
検
査
受
診
者

２

月

会

議

３
月

会

議　

補

正

予

算

４
月
１
日
か
ら

　

茅
ヶ
崎
市
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー

　
　
　

  
寒
川
町
民
も
利
用
が
可
能
に

【茅ヶ崎市地域医療センター診療内容】

※平日の日中については、かかりつけ医やお近くの医療機関の診療時間内に受診してください。

 診療日 診療時間 診療科目

  9時～12時 
内科、小児科、外科、

 
日曜日、祝日、年末年始

 （受付は11時30分まで。歯科は除く） 
歯科、調剤薬局

 
（12月29日～1月3日まで）

 13時～1７時

  17時～23時 
内科、調剤薬局

  （受付は22時30分まで）

 平日（月曜日～金曜日）・ 20時～23時 内科、小児科、
 土曜日 （受付は22時30分まで） 調剤薬局

【主な財源（歳入）】
● 国や県からの補助金など 2,396万円
● まちづくり寄附金 76万円
● 旧老人住宅売却に伴う不動産売払収入 2,228万円
● 広告付き案内地図板設置に伴う広告掲載料 233 万円

【主な事業（歳出）】
● 財政調整基金への積み立て 1億1,503万円
● まちづくり基金への積み立て 82万円
● 防災マップ未作成に伴う印刷製本費の減  △ 74万円

【補正予算を繰り越して、平成 31年度で実施する事業】
● 風疹予防接種実施に伴う予防費 3,407万円

（表示単位未満は四捨五入）

平成30年度一般会計補正予算（第 5 号）の主な内容

2月会議・3月会議　補正予算
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監
査
委
員
に

天あ
ま

利り 
薫

か
お
る

氏
を
選
任

　

平
成
29
年
３
月
か
ら
議
会
選

出
委
員
の
監
査
委
員
で
あ
っ
た
、

柳
下
雅
子
議
員
が
、
３
月
５
日

付
け
で
監
査
委
員
を
退
職
し
ま

し
た
の
で
、
新
た
に
天
利
薫
議

員
を
選
任
し
た
い
と
し
て
提
案

さ
れ
、
投
票
に
よ
る
採
決
の
結

果
、
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

監
査
委
員
は
、
地
方
自
治
法

に
基
づ
い
て
地
方
公
共
団
体

に
置
か
れ
、
そ
の
職
務
は
地
方

公
共
団
体
の
財
務
や
事
業
な

ど
に
つ
い
て
監
査
を
行
う
大
切

な
も
の
で
す
。

各
小
学
校
に
エ
ア
コ
ン
を
設
置

　

近
年
の
猛
暑
に
起
因
す
る

健
康
被
害
の
発
生
を
踏
ま
え
、

子
ど
も
た
ち
の
健
康
を
守
る
た

め
、
各
小
学
校
に
エ
ア
コ
ン
を

設
置
す
る
も
の
で
す
。

一
番
最
初
に
開
設
し
た
学
校
で

あ
る
こ
と
な
ど
、
寒
川
小
学
校

と
し
ま
し
た
。

介
護
給
付
費
準
備
基
金
を

地
域
支
援
事
業
費
に

充
て
ら
れ
る
よ
う
に
改
正

　

介
護
給
付
費
準
備
基
金
を
地

域
支
援
事
業
の
財
源
に
充
て
る

も
の
で
す
。

国
民
健
康
保
険
の
税
制
改
正

に
伴
う
一
部
改
正

　

平
成
31
年
度
税
制
改
正
に
よ

り
、
基
礎
賦
課
額
の
賦
課
限
度

額
や
、
軽
減
判
定
所
得
を
見
直

す
も
の
で
す
。

人
権
擁
護
委
員
に

永な
が

井い　

え
み
子こ

氏

木き

立だ

ち　

順
じ
ゅ
ん

一
い
ち

氏

　

人
権
擁
護
委
員
の
入
澤
章
氏

の
後
任
に
木
立
順
一
氏
を
、
ま

た
、
引
き
続
き
永
井
え
み
子
氏

を
推
薦
し
た
い
と
し
て
、
議
会

に
提
案
さ
れ
、
採
決
の
結
果
、
適

任
と
す
る
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。

人

事

案

件

契

約

案

件

条
例
の
改
正
な
ど

　

第
１
回
定
例
会
３
月
会
議
で

は
、
６
件
の
議
案
が
常
任
委
員

会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。
主
な

内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

（
仮
称
）
健
康
福
祉

総
合
セ
ン
タ
ー
用
地
取
得

事
業
特
別
会
計
を
廃
止

　

寒
川
町（
仮
称
）健
康
福
祉
総

合
セ
ン
タ
ー
用
地
の
取
得
に
か

か
る
起
債
の
償
還
が
終
了
し
た

こ
と
に
よ
り
、
寒
川
町
（
仮
称
）

健
康
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
用
地

取
得
事
業
特
別
会
計
を
廃
止
す

る
も
の
で
す
。

　
　 

質
　
　
疑

Q　

取
得
目
的
以
外
の
使
用
を

す
る
場
合
の
手
続
き
は
。

A　

県
に
確
認
を
し
た
と
こ
ろ
、

償
還
も
終
了
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
取
得
目
的
以
外
の
使
用
を

し
て
も
問
題
は
無
い
と
の
こ
と

で
す
。

Q　

用
地
取
得
事
業
の
支
払
い

総
額
は
。

A　

借
り
入
れ
た
金
額
は
７
億

３
６
０
０
万
円
、
利
子
に
つ
い
て

し
合
い
の
場
に
お
い
て
確
実
に

住
民
の
代
表
で
あ
る
議
員
の
意

見
を
伝
え
て
い
き
、
今
後
の
消
防

行
政
運
営
に
生
か
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Q　

町
内
に
消
防
拠
点
が
２
カ

所
に
な
り
、
消
防
力
が
向
上
す

る
と
は
思
う
が
、
寒
川
町
の
人

員
は
確
保
さ
れ
る
の
か
。

A　

寒
川
町
内
に
２
カ
所
設
置

さ
れ
れ
ば
、
町
内
に
は
14
名
の

職
員
が
７
名
ず
つ（
３
人
の
救

急
隊
、
４
人
の
消
防
隊
）配
置
さ

れ
ま
す
。
さ
ら
に
茅
ヶ
崎
市
の

消
防
職
員
が
、
万
が
一
の
有
事

の
際
に
は
、
一
つ
の
圏
域
と
し
て
、

消
防
業
務
の
責
務
を
果
た
し
て

い
き
ま
す
。

学
校
運
営
協
議
会
設
置
に

伴
う
非
常
勤
特
別
職
の

報
酬
の
決
定

　

学
校
運
営
協
議
会
の
設
置
に

伴
い
、
寒
川
町
非
常
勤
特
別
職

の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
し
、
学

校
運
営
協
議
会
委
員
の
報
酬
を

年
額
６
０
０
０
円
と
定
め
る
も

の
で
す
。

　
　 

質
　
　
疑

は
年
利
１
・
２
％
。
利
息
に
つ
い

て
は
10
年
間
で
４
７
１
８
万
５

６
４
７
円
。
支
払
総
額
合
計
で

７
億
８
３
１
８
万
５
６
４
７
円

と
な
り
ま
す
。

消
防
業
務
を

茅
ヶ
崎
市
へ
事
務
委
託

　

２
０
２
２
年
度
か
ら
消
防
業

務
に
関
す
る
事
務
を
事
務
委
託

方
式
で
茅
ヶ
崎
市
に
委
託
す
る

た
め
の
協
議
を
定
め
る
も
の
で

す
。
ま
た
、こ
れ
に
伴
い
、
茅
ヶ
崎

市
と
寒
川
町
と
の
消
防
指
令
業

務
に
関
す
る
事
務
委
託
に
関
す

る
規
約
を
廃
止
す
る
も
の
で
す
。

　
　 

質
　
　
疑

Q　

茅
ヶ
崎
市
・
寒
川
町
広
域

消
防
運
営
調
整
会
設
置
要
綱
の

中
の
運
営
調
整
会
特
別
会
で
出

た
意
見
は
、
ど
う
い
う
形
で
反

映
・
議
論
さ
れ
て
い
く
の
か
。

A　

特
別
会
で
い
た
だ
い
た
ご

意
見
等
に
つ
い
て
は
、
設
置
要
綱

案
の
中
で
、
茅
ヶ
崎
市
長
お
よ
び

寒
川
町
長
に
会
長
が
報
告
す
る

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
長
・

町
長
が
出
席
す
る
茅
ヶ
崎
市
・
寒

川
町
広
域
連
携
検
討
会
議
も
あ

り
ま
す
の
で
、ト
ッ
プ
同
士
の
話

Q　

年
額
報
酬
６
０
０
０
円
に

対
し
て
の
仕
事
量
が
多
い
よ

う
に
感
じ
る
が
教
育
委
員
会

は
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る

の
か
。

A　

学
校
運
営
協
議
会
の
委
員

の
方
々
の
責
務
は
、
確
か
に
重

い
も
の
と
認
識
は
し
て
い
ま
す

が
、
報
酬
の
額
に
つ
い
て
は
妥

当
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

Q　

教
育
委
員
会
は
年
間
ど
の

程
度
、
協
議
会
の
開
催
を
見
込

ん
で
い
る
の
か
。

　

ま
た
、
先
進
的
な
取
り
組
み
を

し
て
い
る
市
町
村
は
ど
の
程
度

の
頻
度
で
開
催
し
て
い
る
の
か
。

A　

協
議
会
は
、
年
３
回
か
ら

５
回
ほ
ど
の
実
施
を
想
定
し
て

い
ま
す
。
先
進
地
で
は
、
年
３
回

ほ
ど
、
活
動
に
つ
い
て
は
適
宜
行

っ
て
い
る
状
況
で
す
。

Q　

全
小
・
中
学
校
に
一
斉
に

導
入
す
る
の
か
。

A　

来
年
度
は
寒
川
小
学
校
に

設
置
を
考
え
て
い
ま
す
。
来
年

度
以
降
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
学
校
と
話
し
合
い
な
が
ら
検

討
を
し
て
い
き
ま
す
。

Q　

な
ぜ
、
寒
川
小
学
校
を
選

ん
だ
の
か
。

A　

町
内
小
・
中
学
校
に
お
い
て
、

条例の改正など
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地方税の国税化に反対し、地方税財源の拡充を求める意見書

　地方自治体では、子育て支援、医療、介護などの社会保障、地域交通の維持、地域防災力の充実な

ど、その果たす役割が拡大していることに加え、高齢社会問題・人口減少対策など、多くの政策課題

に直面している。

　こうした課題に適切に対応し、今後も質の高い公共サービスを維持するためには、実態に見合った

歳入・歳出予算を的確に見積り、これらに見合う一般財源を確保することはもとより、国と地方公共

団体が十分な協議を行った上で、地方財政計画、地方税、地方交付税のあり方を決定することが極め

て重要である。

　しかしながら、国は平成26年度税制改正において、法人住民税法人税割の一部を国税化し、地方

交付税原資に繰り入れることとした。加えて、消費税率10%への引き上げ時には、法人住民税法人

税割のさらなる国税化が実施されることとなっている。

　法人事業税交付金により財源を補填するとしているものの、法人税割減収分のすべてを補うもので

はなく、結果として自主財源の縮小は避けられないものである。

　また、財政力の弱い自治体への支援という名のもとに地方交付税の不交付団体への配慮を欠いてい

るという現状は、国民に対する公平と平等の観点から大いに問題があると言わざるを得ない。

　寒川町は、先人の努力により築き上げてきた地方交付税の不交付団体であることに誇りを持ち、不

交付団体であり続けようと町民、企業、議会、職員が連携協力し、行財政改革の推進など様々な努力

を積み重ねてきた。しかしながら、相次ぐ地方税財源の削減により、住民サービスの提供や多岐にわ

たる課題を解決していくためには、今後、より一層厳しい行財政運営が強いられることとなる。

　よって、国に対し、以下のとおり強く要望する。

　1 地方法人税を廃止し、法人住民税法人税割の税率を平成26年度税制改正前の水準へ復元すること

　2 地方財政の格差是正については、その財源を地方税に求めることをせず、すべて国の責任にお 

 いて行うこと

　3 税制改正により地方税が減収となる場合、国の責任において、すべての地方自治体に対し減収 

 分を全額補填するか、もしくは確実な代替財源を確保すること

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

　　平成31年3月22日

神奈川県高座郡寒川町議会　　　

議　長　　関　口　光　男　　

提出先）衆・参議院議員議長・内閣総理大臣・総務大臣・財務大臣・内閣府特命担当大臣

　3月会議では、意見書案1件を全会一致で可決し、国など関係機関へ送付しました。

意見書

意 見書を提出しました
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山蔦  紀一 議員

Q　

年
間
約
５
億
円
か
か
っ
て
い
る
ご
み

処
理
費
の
削
減
は
始
ま
っ
て
い
る
が
、
食
べ

残
し
の
削
減
や
リ
サ
イ
ク
ル
の
見
直
し
な

ど
、
さ
ら
な
る
処
理
経
費
削
減
の
取
り
組

み
は
。

A　

一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
に
お
い

て
、
町
民
、
事
業
者
、
町
の
三
者
協
働
に
よ

る
循
環
型
社
会
の
構
築
を
目
指
す
こ
と
、

ま
た
、
リ
デ
ュ
ー
ス
、
リ
フ
ュ
ー
ズ
、
リ
ユ
ー

ス
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
４
Ｒ
の
推
進
、
適
正
な

廃
棄
物
処
理
を
行
い
、
ご
み
の
減
量
化
・
資

源
化
を
推
進
す
る
こ
と
の
２
つ
の
基
本
方

針
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
こ
の
取
り
組
み
で
一

般
廃
棄
物
の
排
出
量
は
年
々
減
少
傾
向
で

す
が
、
焼
却
施
設
や
最
終
処
分
場
を
持
た

な
い
町
と
し
て
、
ご
み
削
減
は
喫
緊
の
課

題
で
す
。
今
後
も
４
Ｒ
を
基
調
と
し
た
取

り
組
み
や
食
品
ロ
ス
に
関
す
る
啓
発
を
実

施
し
て
い
き
ま
す
。

Q　

老
朽
化
し
た
公
共
施
設
を
、
資
金
不

足
を
起
こ
さ
ず
に
全
て
を
更
新
で
き
る
目

処
は
立
っ
て
い
る
の
か
。

A　

町
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
の
財

政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
と
、
今
あ
る

全
て
の
公
共
施
設
を
更
新
し
よ
う
と
す
る

と
資
金
不
足
に
な
る
推
計
と
な
り
、
施
設

の
統
廃
合
と
い
う
苦
渋
の
決
断
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
町
公
共
施
設
再
編
計
画
策

定
に
向
け
、
早
い
段
階
か
ら
計
画
案
を
公

表
し
、
丁
寧
な
説
明
を
行
う
予
定
で
す
。
そ

の
上
で
、
町
民
の
皆
様
の
ご
意
見
等
を
お

伺
い
し
、
来
年
６
月
ま
で
に
計
画
を
ま
と
め
、

財
政
破
綻
を
起
こ
さ
ず
に
施
設
を
再
配
置

す
る
よ
う
進
め
て
い
き
ま
す
。

ご
み
処
理
経
費
の
削
減
を

戦
略
的
に
行
う
時
期
だ

公
共
施
設
を
全
て
更
新
す
る
と

財
政
破
綻
し
か
ね
な
い
と
言
う
が
、

そ
の
対
策
は

▲今年度に「コミュニティ・スクール」
導入予定の寒川小学校

中川登志男 議員

Q　

保
護
者
や
地
域
住
民
等
も
学
校
運
営

に
参
加
す
る
「
学
校
運
営
協
議
会
」
を
設
置

し
た
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
」
が
、
今

年
度
か
ら
一
部
の
町
立
学
校
で
実
施
さ
れ

る
。
そ
の
教
育
上
の
効
果
に
関
し
て
、
教
育

委
員
会
の
学
校
教
育
重
点
目
標
に
即
し
て

問
う
。

A　

「
学
力
向
上
」に
つ
い
て
は
必
要
な
手

立
て
を
じ
っ
く
り
と
討
議
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
例
え
ば
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や「
地
域

の
せ
ん
せ
い
」に
学
習
支
援
や
授
業
補
助
に

参
加
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち

の
学
び
に
向
か
う
意
欲
の
支
え
と
な
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

「
道
徳
教
育
の
充
実
に
よ
る
規
範
意
識

の
向
上
」に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
た
ち
が
よ

り
多
く
の
方
々
と
接
す
る
こ
と
に
よ
り
、

新
た
な
経
験
や
自
己
肯
定
感
を
育
む
機

会
が
増
え
、
情
操
教
育
の
充
実
や
豊
か
な

心
の
育
成
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

「
支
援
教
育
」に
つ
い
て
は
、
学
校
運
営

協
議
会
で
支
援
教
育
も
協
議
い
た
だ
く
こ

と
で
、
よ
り
地
域
と
密
接
な
関
係
に
な
り
、

特
別
支
援
学
級
の
児
童
・
生
徒
が
卒
業
後

も
地
域
で
の
生
活
を
見
守
っ
て
い
た
だ
け

る
環
境
づ
く
り
に
つ
な
が
る
と
考
え
ま
す
。

Q　

学
校
運
営
協
議
会
の
委
員
と
な
る

人
材
の
確
保
策
は
。

A　

学
校
に
は
す
で
に
多
く
の
方
々
に
関

わ
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
設
置
の
際

は
、
主
に
そ
の
中
か
ら
学
校
長
か
ら
の
推

薦
を
い
た
だ
く
こ
と
に
な
る
と
考
え
ま
す

が
、
新
た
な
人
材
の
発
掘
は
教
育
委
員
会

で
も
情
報
収
集
に
努
め
、
ふ
さ
わ
し
い
人

材
を
確
保
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
」

教
育
上
の
意
義
と
効
果
は

一般質問 議員 10人が町政を問う
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小泉  秀輔 議員

柳下  雅子 議員

Q　

宿
泊
施
設
を
誘
致
す
る
た
め
に
、
現

状
、
町
に
足
り
な
い
も
の
は
何
か
。

A　

町
内
で
宿
泊
施
設
が
建
設
で
き
る
の

は
、
建
築
の
条
件
等
か
ら
、
寒
川
駅
前
の
一

部
と
、
非
常
に
狭
い
地
域
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
年
間
を
通
し
て
町
に
訪
れ
る
方

が
途
切
れ
な
い
よ
う
な
工
夫
な
ど
、
町
の

魅
力
づ
く
り
が
、
取
り
組
み
と
し
て
欠
け
て

い
る
か
ら
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

　

引
き
続
き
町
の
潜
在
的
な
魅
力
や
地
域

の
持
つ
さ
ま
ざ
ま
な
資
源
を
掘
り
起
こ
し
、

年
間
を
通
じ
て
来
町
者
が
増
え
る
取
り
組

み
を
進
め
、
宿
泊
施
設
の
必
要
性
を
考
え

Q　

町
の
重
大
な
課
題
で
あ
る
人
口
減
と

税
収
減
に
対
処
す
べ
き
町
政
運
営
の
柱
は

「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
で
あ
る
。
３
年
間

実
施
し
た
協
働
事
業
提
案
制
度
モ
デ
ル
事

業
の
成
果
と
課
題
は
。

A　

モ
デ
ル
事
業
で
実
施
し
た
７
事
業
は
、

現
在
も
事
務
的
・
人
的
支
援
を
行
っ
て
お
り
、

２
つ
の
事
業
で
、
町
の
補
助
金
枠
の
拡
大
な

ど
、
成
果
が
あ
っ
た
と
捉
え
て
い
ま
す
。
課

題
と
し
て
は
、
活
動
団
体
が
少
な
い
と
こ
ろ

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

Q　

課
題
解
決
の
た
め
の
行
政
と
町
民
と

の
情
報
共
有
は
十
分
で
あ
っ
た
か
。

A　

さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
情
報
の
共
有
化

を
図
っ
て
い
き
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
足
り
な

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

Q　

営
農
型
発
電
に
つ
い
て
町
の
状
況
は
。

A　

事
前
相
談
は
あ
り
ま
し
た
が
、
営
農

型
発
電
導
入
の
前
提
条
件
は
、
営
農
の
継

続
や
農
産
物
の
生
産
に
支
障
が
無
い
こ
と

な
ど
、
条
件
と
農
業
者
の
実
情
等
が
一
致

せ
ず
、
設
置
に
は
至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

Q　

既
存
の
ハ
ウ
ス
を
活
用
し
、
営
農
型

発
電
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
町
の
考
え
は
。

A　

現
状
の
ハ
ウ
ス
で
は
、
強
度
や
生
育
に

適
し
た
日
射
量
が
確
保
さ
れ
る
の
か
、
周

辺
農
地
へ
の
支
障
や
、
効
率
的
な
農
業
機

械
の
利
用
は
可
能
で
あ
る
か
な
ど
を
考
慮

し
、
農
作
物
の
収
穫
量
や
品
質
の
確
保
が

で
き
れ
ば
、
可
能
と
考
え
ま
す
。

Q　

家
庭
学
習
に
お
い
て
ｅ
ラ
イ
ブ
ラ
リ

の
利
用
促
進
の
た
め
の
取
り
組
み
は
。

A　

児
童
生
徒
だ
け
で
は
な
く
、
家
庭
へ

の
周
知
が
大
事
で
あ
る
と
認
識
し
、「
家
庭

版
学
校
教
育
だ
よ
り
」で
も
周
知
し
て
い
ま

す
。
公
共
施
設
等
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接

続
し
た
端
末
か
ら
も
利
用
で
き
る
こ
と
に

つ
い
て
も
、
今
後
周
知
を
図
り
ま
す
。

い
状
況
で
す
。
今
後
は
活
動
団
体
が
行
っ
て

い
る
内
容
の
Ｐ
Ｒ
や
、
町
民
の
皆
様
と
情
報

共
有
を
図
れ
る
場
を
設
け
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

Q　

効
果
的
な
施
策
推
進
に
向
け
全
庁
的

な
組
織
の
取
り
組
み
が
必
要
で
は
な
い
か
。

A　

町
が
一
体
と
な
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
の
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

Q　

学
校
運
営
協
議
会
は
子
ど
も
の
成
長

に
ど
れ
だ
け
寄
与
す
る
か
。

A　

子
ど
も
た
ち
の
学
習
が
充
実
し
、
自

己
肯
定
感
が
高
ま
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

Q　

設
置
導
入
後
の
検
証
に
よ
っ
て
、
設

置
の
取
り
消
し
は
あ
る
の
か
。

A　

設
置
の
取
り
消
し
を
行
う
こ
と
は
可

能
で
す
。
た
だ
、
現
在
は
１
校
に
学
校
運
営

協
議
会
を
設
置
し
、
課
題
や
成
果
を
あ
げ
、

時
間
を
か
け
て
見
極
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

観
光
・
農
業
・
教
育
か
ら

町
の
未
来
に
つ
い
て
問
う

本
腰
を
入
れ
て

「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進
せ
よ

▲営農型発電を行っている様子

▲団体による活動の様子

「
学
校
運
営
協
議
会
」

設
置
の
必
要
性
は

一般質問 議員 10人が町政を問う
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黒沢  善行 議員

Q　

国
は
２
０
１
８
年
度
、
第
２
次
補
正

予
算
で「
子
連
れ
支
援
の
取
り
組
み
」に
対

し
て
、
自
治
体
へ
の
補
助
率
を
引
き
上
げ
、

重
点
的
に
後
押
し
す
る
こ
と
と
し
た
。
町

は
こ
れ
に
対
し
て
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

A　

外
出
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
等
、
子

育
て
に
寄
り
添
う
地
域
づ
く
り
支
援
は
、

少
子
化
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。
ニ

ー
ズ
把
握
に
努
め
、
今
後
取
り
組
み
の
必

要
性
に
つ
い
て
見
極
め
て
い
き
ま
す
。

Q　

町
の
授
乳
施
設
は
、
安
心
し
て
利
用

で
き
な
い
と
の
声
も
あ
る
。
公
共
施
設
に

移
動
式
箱
型
授
乳
室
の
設
置
の
考
え
は
。

A　

若
手
職
員
が
役
場
内
の
課
題
に
つ
い

て
検
討
す
る
『
「
高
座
」の
こ
こ
ろ
。
』
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
、
授
乳
室
に
つ
い
て
の
検

討
を
始
め
、
移
動
式
箱
型
授
乳
室
に
つ
い

て
も
詳
細
な
情
報
を
収
集
し
、
子
育
て
支

援
課
と
情
報
を
共
有
し
て
い
ま
す
。
現
在

は
、
子
育
て
世
代
の
ニ
ー
ズ
を
広
く
把
握

す
る
た
め
の
調
査
を
実
施
し
、
ど
の
よ
う

な
方
法
が
適
切
か
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
検
討
状
況
を
踏
ま
え
、
町
と
し
て

判
断
し
て
い
き
ま
す
。

Q　

国
は
、
地
域
少
子
化
対
策
重
点
推
進

と
し
て
、
３
年
前
か
ら
新
婚
家
庭
を
支
援

す
る
た
め
、
家
賃
や
引
越
し
費
用
に
対
し
、

最
大
で
30
万
円
の
補
助
制
度
を
実
施
し
て

い
る
。
町
も
取
り
組
む
べ
き
で
は
。

A　

少
子
化
対
策
は
、
人
口
減
少
社
会
の

喫
緊
の
課
題
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
今
後

も
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
ま
で
の
切
れ
目

の
な
い
支
援
と
し
て
少
子
化
対
策
を
図
り
、

結
婚
期
の
取
り
組
み
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今

後
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
子
連
れ
マ
マ
」
に
優
し
い

環
境
整
備
を
急
げ

「
結
婚
新
生
活
」

応
援
の
補
助
制
度
を

子
育
て
施
策
の
さ
ら
な
る
充
実
を

▲可動式設置型授乳ユニットとしては
唯一の商品「mamaro」

佐藤  正憲 議員

Q　

安
全
安
心
の
観
点
は
必
要
不
可
欠
だ

が
、
魅
力
あ
る
公
園
づ
く
り
の
観
点
も
必

要
と
考
え
る
が
。

A　

さ
む
か
わ
中
央
公
園
は
魅
力
的
な
公

園
と
捉
え
て
い
ま
す
。
他
の
公
園
へ
の
フ
ィ

ー
ド
バ
ッ
ク
を
意
識
し
、
今
後
の
公
園
の
あ

り
方
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

Q　

砂
場
や
遊
具
の
管
理
状
況
は
。

A　

国
の
指
針
を
も
と
に
、
年
１
回
の
点

検
を
行
っ
て
い
ま
す
。
砂
場
の
点
検
は
、
利

用
者
等
の
情
報
を
主
と
し
て
職
員
が
現
地

で
の
状
態
確
認
を
行
っ
て
い
ま
す
。

Q　

公
園
の
遊
具
の
数
の
推
移
は
。

A　

各
公
園
の
設
置
当
初
の
遊
具
は
、

１
１
２
基
で
し
た
が
、
老
朽
化
等
に
伴
う
撤

去
で
、
現
在
は
87
基
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Q　

公
園
の
遊
具
が
減
り
続
け
る
状
況
を

改
め
、
計
画
的
に
更
新
も
視
野
に
入
れ
る

べ
き
で
は
。

A　

遊
具
の
減
少
は
好
ま
し
く
は
な
い
と

認
識
し
て
い
ま
す
が
、
既
存
遊
具
の
安
全

性
と
機
能
の
確
保
が
喫
緊
の
課
題
と
捉
え

て
い
ま
す
。
遊
具
の
設
置
や
更
新
に
関
し
て

は
、
中
長
期
的
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

Q　

一
昨
年
に
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
町

の
子
育
て
支
援
の
状
況
が
、
ど
の
よ
う
に

変
わ
っ
た
の
か
。

A　

子
育
て
支
援
課
内
に
セ
ン
タ
ー
を
設

置
し
、
助
産
師
２
名
を
母
子
保
健
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
と
し
て
配
置
し
て
い
ま
す
。
こ
の

結
果
、
妊
娠
中
の
体
調
や
産
後
の
授
乳
な

ど
適
切
な
相
談
体
制
が
整
備
さ
れ
、
今
ま

で
以
上
に
妊
産
婦
の
不
安
の
軽
減
に
つ
な

が
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

魅
力
あ
る
公
園
づ
く
り
を

▲さむかわ中央公園

一般質問 議員 10人が町政を問う
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青木  博 議員

Q　

機
器
等
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
孤

独
死
を
防
ぎ
、
迅
速
で
適
切
な
対
応
が
取

れ
る
と
思
う
が
。

A　

町
高
齢
者
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業

の
一
つ
に
、
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
が
あ
り
ま

す
。
独
り
暮
ら
し
や
高
齢
者
の
み
の
世
帯

で
、
慢
性
疾
患
等
に
よ
り
日
常
生
活
に
注

意
を
要
す
る
方
に
、
緊
急
事
態
発
生
時
に

迅
速
な
救
援
体
制
が
と
れ
る
よ
う
、
機
器

を
無
償
で
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

Q　

孤
独
死
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
一
人
に

さ
せ
な
い
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
が
。

A　

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員

が
定
期
的
に
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
宅
を

訪
問
し
、
生
活
状
況
を
把
握
・
確
認
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
そ
の
際
に
は
、
自
治
会
や
シ

ニ
ア
ク
ラ
ブ
へ
の
加
入
や
参
加
を
促
す
な

ど
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
の
関
わ
り
が

持
て
る
よ
う
に
勧
め
て
い
ま
す
。

Q　

公
衆
ト
イ
レ
は「
汚
い
、
臭
い
、
暗
い
、

怖
い
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
。
こ
れ
を

払
拭
す
る
た
め
の
留
意
点
は
。

A　

利
用
頻
度
や
設
置
環
境
に
応
じ
て
清

掃
内
容
や
回
数
を
設
定
し
、
日
ご
ろ
か
ら

適
正
管
理
に
努
め
て
い
ま
す
。

Q　

ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
、
洋
式
化
を
進
め

る
べ
き
と
思
う
が
、
町
の
考
え
は
。

A　

和
式
か
ら
洋
式
化
へ
の
入
れ
替
え
は
、

施
設
の
更
新
時
期
に
合
わ
せ
て
、
行
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
ま
す
。
多
機
能
洋
式
ト
イ

レ
が
併
設
さ
れ
て
い
る
箇
所
で
は
、
体
の
不

自
由
な
方
だ
け
で
は
な
く
、
高
齢
者
の
方

も
ご
利
用
い
た
だ
け
る
旨
を
案
内
す
る
な

ど
、
環
境
の
改
善
に
努
め
ま
す
。

増
え
続
け
る
孤
独
死
を

阻
止
せ
よ

き
れ
い
で
快
適
な

公
衆
ト
イ
レ
を
実
現
せ
よ

山田  政博 議員

Q　

加
齢
性
難
聴
の
定
義
と
社
会
生
活

へ
の
影
響
は
。

A　

加
齢
性
難
聴
に
つ
い
て
は
、
一
般
的

に
老
化
以
外
に
特
別
な
原
因
が
あ
る
わ
け

で
は
な
く
音
を
感
じ
る
部
位
に
障
が
い
が

あ
る
こ
と
を
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
難
聴
に
な
る
と
必
要
な
情
報
が

入
り
づ
ら
く
な
り
、
周
囲
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
ず
、
危
険
を
察
知
す

る
能
力
が
低
下
し
た
り
す
る
こ
と
な
ど
が

考
え
ら
れ
ま
す
。

Q　

相
談
を
受
け
る
職
員
の
体
制
は
整
っ

て
い
る
の
か
。

A　

高
齢
者
全
体
の
人
数
は
把
握
し
て
い

ま
せ
ん
が
、
介
護
保
険
の
介
護
認
定
を
申

請
し
た
方
の
数
字
は
把
握
し
て
い
ま
す
。

平
成
29
年
度
調
査
対
象
者
１
９
９
２
人
の

う
ち
４
４
２
名
、
約
22
％
の
方
が
聞
こ
え
が

悪
い
と
判
定
し
て
い
ま
す
。

Q　

認
知
症
予
防
の
為
に
補
聴
器
を
利
用

す
る
こ
と
が
有
効
と
考
え
る
が
、
補
聴
器

購
入
の
補
助
の
可
能
性
は
。

A　

先
進
地
の
状
況
も
踏
ま
え
て
、
よ
く

研
究
を
し
て
い
き
ま
す
。

Q　

現
状
の
防
災
情
報
を
伝
え
る
手
段
は
。

A　

防
災
行
政
用
無
線
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
発

信
ツ
ー
ル
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

Q　

今
年
度
行
う
寒
川
町
防
災
情
報
サ
ー

ビ
ス
と
は
。

A　

町
内
に
居
住
す
る
75
歳
以
上
の
一
人

暮
ら
し
の
高
齢
者
で
、
防
災
行
政
用
無
線

や
緊
急
地
震
速
報
等
の
情
報
の
受
信
を
希

望
す
る
世
帯
に
株
式
会
社
ジ
ェ
イ
コ
ム
湘

南
が
提
供
す
る
防
災
情
報
端
末
の
設
置
を

す
る
も
の
で
す
。

高
齢
者
の
加
齢
性
難
聴
に

補
聴
器
購
入
の
補
助
を
せ
よ

高
齢
者
独
居
世
帯
の

防
災
情
報
の
拡
充
を

▲㈱ジェイコム湘南が提供する防災
情報端末（実際設置する機器とは
異なる場合があります。）

▲多機能洋式トイレが併設されている
寒川駅前公園のトイレ

一般質問 議員 10人が町政を問う
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細川  京三 議員

Q　

教
員
の
多
忙
化
が
社
会
問
題
化
し
働

き
方
が
問
わ
れ
て
い
る
。
教
職
員
は
も
と

よ
り
、
世
論
の
動
き
も
改
善
に
向
け
た
手

だ
て
を
早
急
に
講
じ
る
よ
う
求
め
て
い
る

が
、
町
の
現
状
は
。

A　

教
職
員
の
勤
務
実
態
か
ら
見
え
る
多

忙
化
の
課
題
は
深
刻
で
あ
る
と
受
け
止
め

て
い
ま
す
。
放
課
後
の
会
議
や
、
調
査
へ
の

対
応
が
増
え
て
い
る
こ
と
、
新
学
習
指
導

要
領
実
施
に
伴
う
授
業
時
間
数
増
加
へ
の

対
応
等
か
ら
、
児
童
生
徒
と
向
き
合
う
時

間
や
教
材
研
究
に
費
や
す
時
間
が
少
な
く

な
っ
て
い
る
な
ど
の
意
見
も
あ
り
ま
す
。

Q　

改
善
策
へ
の
取
り
組
み
は
。

A　

調
査
等
の
精
査
や
教
育
フ
ロ
ン
テ
ィ

ア
専
門
指
導
員
に
よ
る
若
手
教
員
の
指
導
、

学
校
支
援
員
の
配
置
、
町
立
中
学
校
部
活

動
の
活
動
方
針
を
制
定
し
、
活
動
の
あ
り

方
や
休
養
日
等
に
つ
い
て
共
通
理
解
を
図

る
と
と
も
に
、
夏
休
み
に
活
動
や
業
務
を

行
わ
な
い
学
校
閉
庁
日
で
あ
る
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
ウ
ィ
ー
ク
を
設
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、

中
学
校
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
機
能
付
電
話
を
設

置
し
、
夜
間
や
休
日
の
電
話
対
応
に
つ
い
て

配
慮
す
る
な
ど
、
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

Q　

多
発
す
る
巧
妙
な
犯
罪
の
対
応
は
。

A　

犯
罪
が
起
こ
り
に
く
い
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
こ
と
が
大
切
と
考
え
ま
す
。
町

民
の
皆
さ
ん
一
人
一
人
の
防
犯
意
識
の
向

上
を
図
る
た
め
、
啓
発
活
動
を
積
極
的
に

実
施
し
、
地
域
の
自
主
的
な
防
犯
活
動
へ

の
支
援
を
行
い
な
が
ら
、
町
と
警
察
、
地
域

が
一
体
と
な
っ
た
防
犯
対
策
の
強
化
に
努

め
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

教
員
の
多
忙
化
の
解
決
策
を

早
急
に
示
せ

犯
罪
の
な
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
せ

横手  晃 議員

Q　

４
月
末
に
開
催
さ
れ
る
「
Ａ
Ｒ
Ｋ　

Ｌ

Ｅ
Ａ
Ｇ
Ｕ
Ｅ
」に
、
町
が
ス
ポ
ン
サ
ー
ド
を

す
る
こ
と
に
な
っ
た
経
緯
と
最
大
の
決
め

手
は
何
だ
っ
た
の
か
。
ま
た
、
告
知
Ｐ
Ｒ
の

戦
略
は
。

A　

経
緯
と
し
て
は
『
「
高
座
」
の
こ
こ

ろ
。
』
と
ア
ー
ク
リ
ー
グ
が
持
つ
ブ
ラ
ン
ド

性
、
若
い
世
代
へ
の
発
信
力
と
の
相
乗
効
果

に
よ
り
、
居
住
地
と
し
て
の
検
討
の
確
率

が
高
ま
る
と
考
え
ま
し
た
。
最
大
の
決
め

手
は
、
町
の
認
知
度
向
上
や
他
自
治
体
と

の
差
別
化
を
図
る
魅
力
と
し
て
、
ス
ト
リ

ー
ト
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
が
図
れ
る
こ
と
で

す
。
Ｐ
Ｒ
に
あ
た
っ
て
は
、
町
民
の
皆
様
一

人
一
人
が
心
か
ら
応
援
を
し
た
い
と
思
え

る
よ
う
な
工
夫
を
し
な
が
ら
展
開
し
て
い

き
ま
す
。

Q　

町
外
の
方
た
ち
に
広
く
認
知
さ
せ
る

た
め
の
具
体
的
Ｐ
Ｒ
計
画
の
内
容
は
。

A　

最
も
効
果
的
な
手
段
と
し
て
は
、
テ

レ
ビ
で
の
取
り
上
げ
で
す
。
現
在
、
民
放
キ

ー
局
数
社
か
ら
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
、
番

組
の
企
画
検
討
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

Q　

町
民
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
Ｐ
Ｒ
は

ど
の
よ
う
な
内
容
を
考
え
て
い
る
の
か
。

A　

フ
ラ
ッ
ト
パ
ー
ク
を
活
用
し
、
町
の
子

ど
も
た
ち
を
対
象
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
や
競
技
・
選
手
を
事
前
に
知
っ
て
い
た
だ

く
た
め
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
全
戸
配
布
な

ど
で
、
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
き
ま
す
。

Q　

Ｐ
Ｒ
の
広
告
費
換
算
の
目
標
値
は
。

A　

神
戸
で
開
催
さ
れ
た
前
回
大
会
に
お

け
る
広
告
換
算
費
約
１
億
７
０
０
万
円
を

超
え
る
額
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

Q　

イ
ベ
ン
ト
を
継
続
す
る
条
件
と
は
。

A　

ア
ー
ク
リ
ー
グ
実
行
委
員
会
の
皆
さ

ま
の
意
向
も
聞
き
な
が
ら
、
町
と
し
て
判

断
し
て
い
き
ま
す
。

ア
ー
ク
リ
ー
グ
を
活
用
し

町
の
Ｐ
Ｒ
を
図
れ

▲3月23日に行われた
FLATPARK DAYの様子

一般質問 議員 10人が町政を問う
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平成31年第1回定例会3月会議　審議結果

議案
番号 審議結果〈3月会議〉

会派名 大志会 自民党・無所属の会 日本共産党 公明党

議

決

結

果

中
川
登
志
男

小

泉 

秀

輔

佐

藤 

正

憲

佐

藤 

一

夫

天

利
　

薫

横

手

 
 

晃

杉

﨑 

隆

之

岸

本

 
 

優

吉

田 

悟

朗

青

木

 
 

博

山

田 

政

博

細

川 

京

三

黒

沢 

善

行

太
田
真
奈
美

関

口 

光

男

柳

下 

雅

子

山

蔦 

紀

一

2
人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求める
こと 適　任 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○

3
人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求める
こと 適　任 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○

4
寒川町非常勤特別職等の職員の報酬及び費用弁
償に関する条例の一部改正 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○

5 寒川町特別会計条例の一部改正 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○

6 寒川町介護給付費準備基金条例の一部改正 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○

7 寒川町国民健康保険条例の一部改正 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○

8
茅ヶ崎市と寒川町との消防業務に関する事務の
委託に関する協議 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○

9
茅ヶ崎市と寒川町との消防指令業務に関する
事務の委託の廃止に関する協議 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○

10 平成30年度寒川町一般会計補正予算（第５号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○

11
平成30年度寒川町国民健康保険事業特別会計
補正予算（第３号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○

12
平成30年度寒川町後期高齢者医療事業特別会計
補正予算（第３号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○

13
平成30年度寒川町介護保険事業特別会計補正
予算（第４号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○

14
平成30年度寒川町下水道事業特別会計補正予算

（第３号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○

15 平成31年度寒川町一般会計予算 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ - ○ ○

16
平成31年度寒川町国民健康保険事業特別会計
予算 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ - ○ ○

17
平成31年度寒川町後期高齢者医療事業特別会計
予算 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ - ○ ○

18 平成31年度寒川町介護保険事業特別会計予算 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ - ○ ○

19 平成31年度寒川町下水道事業特別会計予算 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ - ○ ○

20 監査委員の選任 同　意 賛　成：15票　　反　対：0票

21
小学校普通教室等空調機設置工事（機械設備）

（寒川小学校）請負契約の締結
原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○

22
小学校普通教室等空調機設置工事（機械設備）

（一之宮小学校）請負契約の締結
原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○

23
小学校普通教室等空調機設置工事（機械設備）

（旭小学校）請負契約の締結
原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○

24
小学校普通教室等空調機設置工事（機械設備）

（小谷小学校）請負契約の締結
原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○

25
小学校普通教室等空調機設置工事（機械設備）

（南小学校）請負契約の締結
原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○

26
小学校普通教室等空調機設置工事（電気設備）

（寒川小学校）請負契約の締結
原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○

27
小学校普通教室等空調機設置工事（電気設備）

（一之宮小学校）請負契約の締結
原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○

28
小学校普通教室等空調機設置工事（電気設備）

（旭小学校）請負契約の締結
原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○

29
小学校普通教室等空調機設置工事（電気設備）

（南小学校）請負契約の締結
原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○

意 見 書
第 1 号

地方税の国税化に反対し、地方税財源の拡充を
求める意見書

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○

○：賛成　　●：反対　  　（関口議長は、表決には加わりません。柳下議員、山蔦議員は会派に属さない議員です。）

平成31年第1回定例会2月会議　審議結果

議案
番号 審議結果〈2月会議〉

会派名 大志会 自民党・無所属の会 日本共産党 公明党
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1
茅ヶ崎市地域医療センターの寒川町民の利用
に関する協議について

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○

○：賛成　　●：反対　　  　（太田議長は、表決には加わりません。柳下議員、山蔦議員は会派に属さない議員です。）

議決結果



19 さむかわ議会だより　190号

　寒川町議会では、1月15日（火）に、14人の寒川町自治会長連絡協議会委員と17人の

議員が、3つのグループに分かれ、「子育て環境の充実について」、「住民の意識の向上に

ついて」、「地域コミュニティーについて」意見交換を行いました。

　審議活性化検討部会では、議場のモニター活用を図るため、先進地である藤沢市議会

を1月18日（金）に視察しました。

　藤沢市議会ではタブレット端末とモニターを活用し、一般質問に関連する資料をモニタ

ーに投影しています。

　寒川町議会でもより開かれた議会を目指して、モニター活用の実現に向け、協議を進め

ていきます。

寒川町自治会長連絡協議会との意見交換会

藤沢市議会のモニター活用を視察しました

議会Topics



20さむかわ議会だより　190号

　学校給食センター建設に向け、先進地を視察するため、文教福祉常任委員会と有志の

議員で2月15日（金）に川崎市南部学校給食センターを視察訪問しました。

　施設概要や中学校完全給食実施に向けたスケジュールや経費および提供の方法につ

いて説明を受けました。

　川崎市では温かい給食が提供できるよう保温食缶により、各中学校に配送し、配膳を

行っています。調理してから一定時間経過した給食を試食しましたが、温かくて、おいしい

給食でした。

　今回の視察内容を参考にし、より良い学校給食センター建設に向け、議員一丸となって

真剣に取り組んでいきます。

川崎市南部学校給食センターを視察しました

　寒川町議会では、3月1日（金）に町営プールにオープンしたFLATPARK SAMUKAWA

の現地視察を行いました。当日は、ARK LEAGUE 2019大会オーガナイザーの内野洋平

さんに世界レベルのデモンストレーションをしていただきました。

FLATPARK SAMUKAWAを視察しました

議会Topics



21 さむかわ議会だより　190号

　総務常任委員会では、3月22日（金）に倉見駅の改良

工事に伴い、一部既設自転車等駐車場を閉鎖し、臨時

自転車等駐車場が開設するため、現地視察をしました。

　3月23日（土）に、文教福祉常任委員会では、4月1日（月）から休日夜間において茅ヶ崎

市地域医療センターを利用できるようになるため、現地の視察訪問を行いました。

　細川京三議員が、地方議会議員として15年にわたり、

地方自治の振興発展に寄与した功績により、全国町村

議会議長会会長より表彰されました。

倉見駅自転車等駐車場を視察しました

茅ヶ崎市地域医療センターを視察しました

細川議員が「自治功労者表彰」を受賞

倉見駅自転車等駐車場地図

議会Topics



22さむかわ議会だより　190号

議会を傍聴しませんか

本会議・委員会の生中継

６月会議日程

広告掲載始めました

　傍聴はどなたでもできます。当日受付をしてください。
　寒川町議会のホームページでも、会議の日程や議会の
傍聴案内、請願や陳情の手続き、議員名簿等が閲覧でき
ます。
　ご不明な点については、議会事務局へお問い合わせく
ださい。

●議会事務局 総務担当
　TEL 0467-74-1111（内）341・342 

　議会活動のさらなる充実を図るため、さむかわ議

会だよりでは有料広告を掲載しています。掲載され

ている広告については各広告主へお問合せください。
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№

190

　寒川町議会では、開かれた議会を目指して、本会

議・委員会の模様をインターネット中継しています。

町のホームページからアクセスしてご覧ください。

　また、本会議を詳しく記録した会議録もホームペ

ージで公開していますので、ぜひご活用ください。

広 告 募 集 の 概 要

掲 載 場 所 裏表紙

広告の規格 縦115mm×横85mm

掲 載 料

１号あたりの掲載料　40,000円

年間（４号）一括申込による掲載料

144,000円（1号当たり36,000円）

申 込 期 間
掲載を希望する号が発行される月の

３カ月前の1日〜３カ月前の20日まで

第191号（8月1日号）への広告掲載について

申込 期 間 令和元年5月1日〜20日

申 込 方法
申込方法および要綱等については

ホームページをご覧ください。

日 月 火 水 木 金 土

5/26 27 28 29 30 31 6/1

2 3 4 5 6 7 8

9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28 29

AM9：00開会（会議の日程等は変更になる場合があります）

※6/13（木）田端西地区まちづくり対策特別委員会はPM1：15開会

※6/21（金）本会議はAM10：00開会

本会議
（議案上程等）

本会議

文教福祉
常任委員会

本会議（一般質問） 本会議
（委員長報告等）

総務常任
委員会

建設経済
常任委員会

東海道新幹線新駅
対策特別委員会

田端西地区まちづくり
対策特別委員会

寒川町議会中継 検 索


